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※日本共産党は
　以上の見解を
　発表しました。
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安保法制
発動中止し廃止に

「殺し殺される」危険
　自衛隊が派遣されている南
スーダンPKO（国連平和維持
活動）では、内戦の悪化が深刻。
この中でPKO部隊には、事実
上の先制攻撃の権限が与えら
れました。自衛隊が参加する条
件はいよいよなくなりました。
　ところが政府は自衛隊に「駆
けつけ警護」や「宿営地共同
防護」の新たな任務を加え、
その任務遂行のための武器使

　臨時国会の衆・参代表質問で日本
共産党は、安保法制＝戦争法の危険
を明らかにして同法の発動中止・廃
止を要求。暮らし・経済、環太平洋
連携協定（TPP）、沖縄米軍基地、改
憲などの問題で安倍暴走政治の転換
を迫りました。（裏面もご覧ください）

　安倍首相は参院選
中、改憲をいっさい語
らなかったのに選挙
後、自民党の改憲案
をベースに議論する
と言い出しました。

用も認めようとしています。自
衛隊員が「殺し、殺される」
危険が現実のものになりかねま
せん。
南スーダンから撤退を
　南スーダンの自衛隊は撤退
させ、憲法９条にたった非軍事
の人道・民生支援の抜本的強
化に転換すべきです。

自民改憲案

変えるべきは
憲法ないがしろの政治
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お申し込みは
お近くの党事務所か
党員までお願いします
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代表質問する市田忠義副委員長。奥は安倍晋三首相ら
＝９月29日、参院本会議

これで議論は論外

　自民党改憲案は、憲法９
条２項を削除して「国防軍」
の保持を書き込み、海外で
の無制限の武力行使を可能
にします。「公益及び公の
秩序」の名で基本的人権の
大幅な制約を可能にするな
ど、憲法によって権力を制
限するという立憲主義を根
底から否定し、憲法を憲法
でなくしてしまう恐るべき

内容が満載されています。
　これをベースに憲法審査
会で議論するなど、もって
のほかです。いま変えるべ
きは、憲法をないがしろに
した自民党政治です。
憲法の全条項守る
　日本共産党は、憲法の前
文をふくむ全条項を守り抜
くことを綱領に明記し、そ
のために奮闘しています。

日本共産党


